【防水工事業】


職種：施工管理　　職務：施工管理
【概要】
防水工事について、施工の品質（出来映え）や工程、原価、環境、安全など、防水工事全般を計画し管理する仕事。

【仕事の内容】

構造物の構造や防水技術、防水材料に関する知識を活かし、防水施工（漏水の予防）もしくは漏水箇所の改善・修復に関する防水工事施工全般を計画・管理することが仕事の内容である。

具体的には、防水工法や施工方法の検討・提案、品質・原価・工程・環境・安全などの計画・管理、作業者の手配や作業内容の具体的な指示、施主あるいはゼネコンなどの発注者との打合せを行う。

【求められる知識・経験】

１）防水工事業「施工管理」の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。但し、２級建築施工管理技士（仕上）、防水施工管理技術者などの資格取得、一定の実務経験年数が要求されている。

２）防水工事の工法は、アスファルト防水、シート防水、塗膜防水、セメント系防水、FRP防水、シーリング防水など多岐にわたる。また防水を施す箇所の形状や防水下地の状態なども、防水の性能に大きな影響を及ぼす。そのため、防水に関する知識だけではなく、施工箇所の特性を判断し適切な防水工法を選択し、施工を管理する能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

　１）防水工事に関連する資格

○建設業法に基づく資格（財団法人建設業振興基金実施）　・２級建築施工管理技士（仕上）

○民間資格（社団法人全国防水工事業協会実施）　・防水施工管理技術者

○職業能力開発促進法に基づく技能検定
・防水施工技能士（１級、２級）

（資格の対象となる防水工事作業には、アスファルト防水工事作業、合成ゴム系シート防水工事作業又は塩化ビニル系シート防水工事作業、改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業、ウレタンゴム系塗膜防水工事作業又はアクリルゴム系塗膜防水工事作業、セメント系防水工事作業、FRP防水工事作業、シーリング防水工事作業がある。）

２）労働安全衛生関連（労働安全衛生法、消防法等に基づく資格）

○財団法人消防試験研究センター実施　　・危険物取扱者

○財団法人安全衛生技術試験協会、各地安全衛生技術センター実施　　・衛生管理者

○技能講習による資格　・酸素欠乏危険作業主任者　　・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質等作業主任者

【平成11年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】
　　０５建築・土木・測量技術者　　０５１建築技術者

７７建設作業者　　　　　　　　７７９その他の建設作業者











































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

